
○ 本地域は戦後の開拓地で厳しい気象条
件の中、冷涼な気候と標高400mの立地に
適した農業を模索していた。また、農道や排
水路が未整備のところが多く、営農に支障
をきたしていた。

○ 平成14年度から畑地帯総合整備事業に
より農業生産基盤が整備されたことから野
菜の生産量、品質がともに向上したことで、
農業経営の安定や若い世代の定住が進ん
だが、地区の活動や行事を若い世代に、い
かに継承していくが課題となっていた。

○ 本地域は戦後の開拓地で厳しい気象条件の中、冷涼な気候と標高400mの立地に適した農業を
模索し、高冷地野菜の栽培や、酪農などによる農業経営が発展してきた。

○ 平成14年度から畑地帯総合整備事業により農業生産基盤が整備されたことから野菜の生産量、
品質がともに向上。

○ 農業経営の安定と町の子育て支援策などにより若い世代の定住化が進み、子供も増加。

○ 多面的機能支払交付金の活動を通じて地域の共同活動を若い世代に継承していく取組を進めて
いる。

活動開始前の状況や課題

○ 水路や農道の維持管理や植栽等の保全
管理を実施。

○ 本活動組織が中心（きっかけ）となり別途
組織された集団との連携・協力による地域
づくり活動

・ 大志田ダム周辺の環境美化活動
・ 子供会や老人クラブを交えた3世代交流
会の開催。

・ 地元で開催されるクロスカントリースキー
大会の支援による都市と農村の交流。

取組内容

○ 以前から草刈りや泥上げ等の共同活動
を行っていたが、多面的機能支払を導入す
ることにより、保全活動への参加者が増加
【H23～H27で50人→110人：増加率120％】

○ 経営の安定化により集落内の子供（12歳
以下）の数が増加【H23～H27で40人→48
人：増加率20％】するとともに、活動（収穫
祭）への子供の参加も増加【H23～H27で15
人→29人：増加率93％】

○ これまでの取組が評価され平成28年度
全国農業農村整備優良地区コンクールで
農林水産大臣賞を受賞。

取組の効果

農業経営と住環境の保全を下支え
すりぬか いちのへまち 【地区概要】

・取組面積１４７ha
（田16ha、畑124ha、草地７ha）

・資源量 開水路 18.8km、農道10ｋｍ

・主な構成員 農業者、自治会ほか

・交付金 約７百万円（H29）

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

摺糠地区農地・水・環境保全会（岩手県一戸町）

ほ場の様子 花壇整備の様子 収穫祭


